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山

西

の

嵐

福
島
県

斎

藤

輝

雄

召
集
前
、
両
親
は
農
業
を
営
ん
で
い
た
。
四
人
兄
妹

で
、
私
は
二
番
目
の
子
供
だ
っ
た
。
私
以
外
は
皆
女
の
子

だ
っ
た
。

私
は
武
蔵
市
の
武
蔵
野
工
業
専
門
学
校
に
在
学
中
に
学

徒
動
員
に
な
っ
た
。
在
学
中
に
勉
学
の
合
間
を
縫
い
、
中

島
飛
行
機
工
場
に
研
修
派
遣
さ
れ
た
。

昭
和
十
九
（
一
九
四
四
）
年
三
月
十
九
日
、
仙
台
の
歩

兵
部
隊
に
入
隊
す
る
。

同
年
三
月
二
十
六
日
、
仙
台
発
の
列
車
で
九
州
の
博
多

に
集
結
。
三
月
二
十
八
日
、
博
多
港
を
出
港
し
、
朝
鮮
、

満
州
経
由
で
北
支
の
山
西
省
平
鎮
に
到
着
、
独
立
混
成
第

三
旅
団
（
旅
団
長
・
山
田
三
郎
少
将
）
第
七
大
隊
第
三
中

隊
通
信
隊
に
配
属
に
な
る
。

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
の
敗
戦
の
日
ま
で
通
信
隊
に

在
隊
し
て
い
た
。
通
信
隊
は
中
隊
の
中
に
二
十
七
、
八
人

で
編
成
さ
れ
て
い
た
。

他
の
部
隊
と
異
な
り
、
敗
戦
後
が
大
変
で
、
一
波
乱
も

二
波
乱
も
あ
っ
た
の
で
す
。

中
隊
の
雰
囲
気
が
な
ん
と
な
く
お
か
し
い
。
あ
る
日
、

中
隊
か
ら
将
校
が
見
え
、「
ソ
連
の
進
駐
に
備
え
て
武
装

解
除
は
し
な
い
。
編
成
は
そ
の
ま
ま
に
す
る
」
と
。
敗
戦

前
後
の
こ
と
で
、
兵
隊
の
身
で
、
心
も
動
転
し
て
い
た
。

漠
然
と
内
地
に
帰
れ
ず
国
民
党
軍
に
協
力
し
て
、
あ
と
、

一
、
二
年
残
留
す
る
の
か
と
思
っ
た
り
し
て
い
た
。

し
か
し
、
残
留
が
国
の
命
令
、
軍
の
命
令
で
な
い
、
軍

司
令
官
の
私
物
命
令
と
は
夢
に
も
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。

そ
れ
か
ら
、
数
年
、
中
国
の
内
戦
に
巻
き
込
ま
れ
、
数
百

人
の
戦
死
者
を
出
し
た
日
本
軍
山
西
軍
「
山
西
残
留
事

件
」
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
以
後
、
年
内
は
従
来
の
編
成

の
ま
ま
で
、
北
支
派
遣
第
一
軍
は
閻エン
錫シャク
山ザン
軍
に
降
伏
し
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て
い
た
。
閻
錫
山
は
第
一
軍
の
武
装
解
除
を
せ
ず
、
中
共

軍
に
対
抗
し
て
山
西
省
を
支
配
す
る
た
め
の
作
戦
、
警
備

に
昭
和
二
十
一
年
三
月
に
至
る
ま
で
第
一
軍
各
部
隊
を
協

力
さ
せ
て
い
た
。

山
西
軍
は

西
省
方
面
か
ら
続
々
と
山
西
省
内
に
進
出

し
て
き
た
中
共
軍
に
圧
迫
さ
れ
て
守
勢
に
陥
り
、
一
触
即

発
、
国
共
内
戦
の
危
機
が
切
迫
し
て
き
た
。
素
質
、
装
備

と
も
に
劣
弱
な
山
西
軍
は
、
日
本
軍
の
援
助
が
な
け
れ
ば

中
共
軍
に
破
れ
、
山
西
省
を
急
速
に
失
う
こ
と
は
火
を
み

る
よ
り
明
ら
か
で
あ
っ
た
。

今
、
冷
静
に
考
え
れ
ば
明
ら
か
な
こ
と
だ
が
、
ポ
ツ
ダ

ム
宣
言
を
受
諾
し
、
日
本
国
家
の
意
思
さ
え
通
ら
な
い
終

戦
後
に
、
現
地
の
一
軍
司
令
官
、
一
参
謀
長
の
命
令
、
意

思
な
ど
通
る
筈
が
な
い
の
で
あ
る
。

ど
こ
が
ど
う
間
違
っ
た
か
、
一
万
人
か
ら
の
軍
隊
が
残

留
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
中
の
大
き
な
要
素
と
し
て

大
隊
本
部
の
将
校
の
提
示
し
た
条
件
が
あ
る
。

１

閻
錫
山
か
ら
日
本
軍
一
万
人
残
留
し
て
山
西
軍
の

教
育
を
し
て
ほ
し
い
。

２

残
留
期
間
は
二
年
半
と
す
る
。

３

残
留
期
間
は
軍
人
と
し
て
取
り
扱
う
。

残
留
期
間
の
待
遇
は
次
の
通
り
と
す
る
。

①

階
級
を
五
階
級
位
、
進
級
さ
せ
る
。
例
え
ば
、

兵
は
準
士
官
に
、
下
士
官
は
少
、
中
、
大
尉
と

い
っ
た
具
合
。

②

中
国
人
の
当
番
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
。

軍
か
ら
直
接
、
残
留
勧
誘
工
作
が
あ
り
、
閻
錫
山
か
ら

第
一
軍
将
兵
を
、
技
術
者
と
し
て
留
用
し
、
こ
れ
ら
の
要

員
を
も
っ
て
「
特
務
団
」
を
編
成
し
た
。

ま
た
、
一
万
人
の
残
留
が
実
現
し
な
け
れ
ば
、
戦
犯
が

増
え
、
日
本
軍
民
十
万
人
の
内
地
帰
還
輸
送
は
実
現
し
な

い
と
脅
迫
ま
が
い
の
宣
伝
を
行
っ
た
。

軍
は
日
本
軍
留
用
策
謀
に
迎
合
し
、
い
わ
ゆ
る
「
自
願

残
留
」
方
策
を
発
案
し
施
行
し
た
。
即
ち
、
戦
犯
免
責
及

び
第
一
軍
主
力
と
居
留
地
の
帰
国
輸
送
を
促
進
さ
せ
る
目

的
で
、
一
部
将
兵
の
残
留
実
現
を
画
策
し
、
山
西
軍
側
と

協
調
、
取
引
し
な
が
ら
一
部
将
兵
残
留
の
た
め
の
条
件
と
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環
境
づ
く
り
を
陰
険
に
行
っ
た
。
山
西
軍
の
行
っ
た
残
留

勧
誘
工
作
に
当
た
り
、
高
級
参
謀
、
各
部
隊
長
に
通
達

し
、
そ
の
便
宜
を
供
与
さ
せ
た
。

昭
和
二
十
一
年
一
月
下
旬
、
第
一
軍
司
令
官
澄
田

四

郎
中
将
は
閻
錫
山
の
要
求
に
し
た
が
い
「
残
留
特
務
団
編

成
」
に
関
す
る
軍
命
令
を
発
令
し
た
。
こ
の
軍
命
令
は
命

令
系
統
に
従
っ
て
各
部
隊
に
伝
達
さ
れ
た
。

そ
れ
に
は
「
残
留
特
務
団
を
編
成
す
れ
ば
軍
主
力
と
居

留
民
の
帰
国
復
員
、
帰
国
輸
送
は
実
現
す
る
」
と
部
下
将

兵
に
対
し
大
義
名
分
を
強
調
し
、
残
留
特
務
団
へ
の
参
加

を
勧
誘
し
た
。

各
部
隊
将
兵
は
、
中
隊
長
、
人
事
係
等
の
命
令
、
指
示

に
服
従
し
、
高
級
参
謀
や
上
官
を
信
頼
し
て
残
留
を
決
意

す
る
に
至
っ
た
。
各
人
勝
手
に
、
い
わ
ゆ
る
「
自
願
」
残

留
し
た
の
で
は
な
い
。

第
一
軍
隷
下
各
部
隊
か
ら
残
留
さ
せ
ら
れ
た
日
本
軍
各

部
隊
は
、
昭
和
二
十
一
年
五
月
以
降
、
昭
和
二
十
二
年
に

か
け
て
大
原
、

県
、
陽
泉
に
分
散
配
置
さ
れ
て
い
た
。

現
地
の
山
西
軍
に
対
す
る
軍
事
訓
練
を
担
当
し
な
が
ら
、

鉄
道
、
鉱
山
等
の
警
備
に
服
し
た
。

こ
の
間
、
特
に

県
、
大
同
、
陽
泉
地
区
で
は
、
進
攻

し
て
き
た
中
国
人
民
解
放
軍
と
激
戦
を
交
え
た
。
当
初
、

山
西
軍
と
中
共
軍
の
戦
闘
だ
っ
た
が
、
訓
練
、
装
備
に
劣

る
山
西
軍
が
敗
退
し
、
日
本
軍
の
出
番
と
な
り
多
く
の
犠

牲
者
を
出
し
た
。

残
留
部
隊
の
名
称
も
「
特
務
団
」「
鉄
路
公
路
修
復
工

程
隊
」「
保
安
大
隊
」
と
な
り
、
昭
和
二
十
二
年
七
月
、

残
留
日
本
軍
全
部
隊
が
暫
編
独
立
第
十
総
隊
と
な
り
、
山

西
軍
に
編
入
さ
れ
た
。
最
高
指
揮
官
は
元
独
立
混
成
第
三

旅
団
高
級
参
謀
・
今
村
方
策
大
佐
だ
。

決
戦
の
時
期
が
意
外
に
早
く
き
た
。

昭
和
二
十
三
年
七
月
、
第
十
総
隊
は
野
戦
軍
主
力
と
共

に
、
晋
中
地
区
に
出
撃
し
た
。
楡
次
県
南
方
戦
場
で
圧
倒

的
優
勢
な
中
国
人
民
解
放
軍
に
包
囲
さ
れ
て
大
苦
戦
し
、

第
十
総
隊
は
五
人
の
団
長
の
う
ち
三
人
が
戦
死
、
一
人
が

捕
虜
に
な
る
と
い
う
壊
滅
的
損
害
を
蒙
っ
た
。
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昭
和
二
十
三
年
十
、
十
一
月
の
大
原
東
山
戦
役
で
悪
戦

苦
闘
の
末
、
再
起
不
能
の
打
撃
を
受
け
た
。

昭
和
二
十
四
年
四
月
二
十
四
日
、
大
原
陥
落
、
大
原
城

内
、
元
第
一
軍
司
令
部
建
物
内
に
お
い
て
、
中
国
人
民
解

放
軍
に
投
降
し
全
員
捕
虜
と
な
り
、
抑
留
、
獄
中
生
活
へ

と
い
う
運
命
に
陥
っ
た
。

日
本
軍
山
西
残
留
首
謀
者
、
主
要
責
任
者
の
中
、
澄
田

中
将
は
飛
行
機
で
大
原
を
脱
出
、
元
泉
少
将
は
普
中
戦
役

で
戦
死
、
今
村
大
佐
は
獄
中
で
服
毒
自
殺
し
た
。

犠
牲
者
で
あ
る
抑
留
さ
れ
た
将
兵
は
、
昭
和
二
十
八

年
、
同
二
十
九
年
及
び
昭
和
三
十
一
年
に
、
そ
れ
ぞ
れ
数

回
に
区
分
さ
れ
帰
国
し
た
。

私
も
昭
和
二
十
八
年
に
佐
世
保
に
復
員
し
た
。
帰
国
し

て
落
ち
着
く
と
、
我
々
が
残
留
し
た
山
西
省
の
軍
隊
生
活

は
何
だ
っ
た
か
と
い
う
大
き
な
問
題
に
つ
き
当
た
っ
た
。

軍
命
令
で
残
留
し
た
に
も
拘
ら
ず
「
各
人
の
意
志
で
勝

手
に
残
っ
た
」
と
さ
れ
、
誰
知
ら
ぬ
ま
ま
に
「
現
地
除

隊
」
の
措
置
が
と
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ

て
、
戦
死
者
、
戦
傷
者
、
抑
留
か
ら
帰
国
し
た
生
存
者
、

犠
牲
者
の
殆
ど
が
、
軍
人
と
し
て
の
国
家
補
償
は
お
ろ

か
、
援
護
措
置
を
受
け
ら
れ
な
い
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い

る
。全

国
山
西
省
在
留
者
団
体
協
議
会
々
長
・
相
楽
圭
二
氏

が
『
終
戦
後
の
日
本
軍
山
西
残
留
（
山
西
軍
参
加
）
事
件

の
真
実
』
を
記
述
す
る
た
め
に
立
上
り
、
裁
判
ま
で
に
持

ち
こ
ん
だ
。

そ
の
後
、
相
楽
さ
ん
の
努
力
が
報
い
ら
れ
、
戦
死
者
に

は
弔
慰
金
、
戦
傷
者
に
は
慰
労
金
が
支
給
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
が
、
靖
国
神
社
へ
の
合
祀
に
つ
い
て
は
答
え
が
で

て
い
な
い
。

昭
和
二
十
八
年
に
帰
国
し
た
時
、
山
西
省
で
病
死
し
た

戦
友
の
遺
骨
を
持
ち
帰
り
家
族
に
届
け
た
と
こ
ろ
、
偽
物

だ
ろ
う
と
受
け
取
り
を
拒
否
さ
れ
、
町
役
場
に
預
か
っ
て

貰
っ
た
苦
い
思
い
出
が
あ
る
。

帰
国
し
て
か
ら
三
回
、
山
西
省
を
訪
れ
た
が
好
奇
心
と

歓
迎
で
出
迎
え
の
人
が
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。
少
し
の
敵
意
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も
感
じ
ら
れ
ず
安
心
し
た
。
行
く
た
び
に
大
都
会
の
発
展

に
は
眼
を
見
張
る
が
田
舎
は
昔
の
ま
ま
だ
。
貧
富
の
差
が

将
来
の
問
題
に
な
る
と
痛
感
し
た
。
仲
間
の
中
に
は
帰
国

せ
ず
そ
の
ま
ま
現
地
に
残
っ
た
人
も
い
た
が
、
消
息
は
判

ら
な
か
っ
た
。

私
も
復
員
後
農
業
を
営
ん
で
き
た
が
、
昭
和
三
十
九
年

か
ら
昭
和
五
十
八
年
ま
で
森
林
組
合
に
勤
め
、
今
は
家
内

と
二
人
暮
ら
し
で
い
る
。

い
つ
も
山
西
省
で
戦
病
死
し
た
将
兵
の
こ
と
が
気
に
か

か
り
、
ま
た
、
私
の
山
西
省
残
留
の
身
分
も
不
安
定
の
ま

ま
だ
。

今
も
一
日
も
早
く
、
解
決
す
る
よ
う
微
力
を
尽
く
し
て

い
る
。

私
の
戦
中
、

戦
後
の
労
苦
思
い
出

京
都
府

小

畠

嘉

晴

（
旧
姓

内
藤
）

私
は
昭
和
十
九
（
一
九
四
四
）
年
兵
で
あ
り
軍
隊
生
活

は
本
当
に
短
く
あ
り
ま
し
た
が
、
戦
後
の
苦
労
は
口
や
筆

に
は
尽
く
せ
ぬ
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

郷
土
の
小
学
校
を
経
て
京
都
市
立
工
業
高
校
に
学
び
、

卒
業
後
は
当
時
の
鉄
道
省
に
奉
職
、
大
阪
鉄
道
局
京
都
保

線
区
技
術
員
と
し
て
拝
命
を
受
け
、
安
全
輸
送
の
要
で
あ

る
保
安
業
務
に
携
わ
り
ま
し
た
。
当
時
の
保
線
は
総
て
人

力
に
依
る
も
の
で
あ
り
危
険
も
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
列

車
を
無
事
安
全
に
走
行
さ
せ
る
た
め
の
重
要
に
し
て
不
可

欠
の
仕
事
で
し
た
。
業
務
に
必
要
な
知
識
や
技
術
も
積
極

的
に
修
得
し
、
そ
れ
を
日
々
の
職
務
に
反
映
さ
せ
て
い
ま

し
た
。
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